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研究成果の概要（和文）：戦後と同時代のドイツ文学で過去との取り組み方が質的に異なるのを明らかにするべ
く、１）時系列による編年体形式に変わって同一の空間に複数の時代を併存させるクロノトポスの技法が、現代
では、バフチンが論じた小説にばかりではなく、詩においても認められること、２）伝記的自伝的な真実性を基
準とするのではなく、歴史的事実と虚構を織り交ぜるオートフィクションの手法が顕著であること、３）絶対的
な公準としていた過去から目を逸らさないという戦後ドイツ文学の道義的要請を徹底的に放棄して現在にフォー
カスする傾向が強まっていることに注目し、H・ミュラー、W・ヒルビッヒ、K・レッグラらを研究し、その成果
を国際学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：In order to explore the differences between post-war literature and 
contemporary literature after 1989, I deal with three key aspects of modern German narration: 1) The
 chronotropic method has increasingly ousted the chronological narrative. By blurring the boundaries
 of space and time, phenomena of fundamentally different times can coexist. This method of 
condensation can be observed not only in prose, but also in poetry. 2) While the postulate of 
authenticity once used to define post-war literature, the auto-fictional manner of fabulized 
storytelling plays a crucial role in contemporary narration, even in dealing with the past. As a 
result, there is no longer any lack of humor and irony in German literature. 3) Some writers 
radically forgo examining the past, which used to be another essential element in post-war 
literature, in order to focus exclusively on the present. The research results were presented in 
international conferences and published in German language.

研究分野： ヨーロッパ系文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 21 世紀を迎えてドイツ語圏文学の歴史
に対するアプローチの仕方が変わってきた。
東西冷戦体制下でタブー視されていたドイ
ツ人の戦争被害体験が文学の主題として浮
上してきたのだ（グラス『蟹の横歩き』、ゼ
ーバルト『空襲と文学』）。この変化への関
心から、研究代表者はソ連抑留問題を取り
上げたヘルタ・ミュラーの『息のブランコ』
や赤軍による性的暴力被害を赤裸に扱った
『ベルリン終戦日記』を翻訳した。特に、
聞き書きに基づく『息のブランコ』は、20
世紀の戦争体験がどのように今世紀の文学
作品を通じて継承されうるか、セコハンで
の過去との取り組みはいかにしてキッチュ
となることを避けられるかのか、という美
学的問題を提起している。研究代表者が平
成 24 年 10 月に責任者を務めた日本独文学
会シンポジウム「ゼロ年代の小説」では、
歴史的経験の文学的変形作用をテーマにす
え、主としてホロコースト経験の第二第三
世代による文化的継承を捉えるためにアメ
リカの研究者（ヤング、ハーシュら）が提
唱した「ポストメモリー」と「残像」をキ
ーワードに、現代史経験がどのような文学
的変形作用を受けているかを検証した。そ
の結果、同時代小説の特徴として、１）過
去から目を背けるなという倫理的要請の弱
体化、２）過去の軛から自由に同時代現象
を掴もうとする傾向の強化があげられた。
ただし、ゼロ年代の代表的作家たちに対す
る個別研究的なアプローチには一定の成果
が見られたものの、テロ小説や家族史小説
などジャンルごとの通史的な研究が課題と
して残された。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、上記シンポジウムでの議
論を深化させ、「ポストメモリー」概念を戦
後ドイツの文脈を踏まえてブラッシュアッ
プしたインゲ・シュテファン（「残像」三部
作）の議論を参考にして、45 年（第二次大
戦とホロコースト）、68／77 年（学生運動
とテロリズム）、89 年（ドイツ統一と東ド
イツの終焉）、01 年（同時多発テロと経済
危機）という歴史の断絶が現代との時間的
距離に比例してどのように文学作品に残像
として刻まれているかを実証的に検証する
ことにあった。その際、「政治的歴史小説」「家
族史小説／世代小説」「経済小説」「文学とテ
ロル」「文学とユートピア」という 5 つの切
り口を選び、それぞれのジャンルの系譜を押
さえることで文学史的な奥行きを担保しな
がら、同時代小説の特徴を解明していくこと
を目指した。１）「政治的歴史小説」：メッセ
ージ性のために形式を犠牲にした70-80年代
の政治的歴史小説に対するマルセル・バイヤ
ーの美学的批判を出発点に、ベルやグラス、
ヴァルザーらの戦後文学、さらには戦前のデ
ーブリーンらと対比して、90 年代以降に出現

してきた方法的意識の強い「新しい政治的歴
史小説」の特徴を明らかにする。２.「家族
史小説」：老作家のメモリアル文学（グラス
『タマネギの皮をむきながら』）や若い世代
の家族史小説（Ａ・ガイガーら）がゼロ年代
に流行したことを踏まえて、トーマス・マン
（『ブッデンブローク家の人々』）の男系中心
の一族物語を参照しながら、近代家族の変容
という歴史的事実に対応した家族の新しい
形態を描く現代小説を取り上げる。特に、断
片の積み重ねによって長い歴史を圧縮して
表現するクロノトポス的な技法を「残像」と
の関係で検討する。３．「経済小説」：ゼロ年
代には新しく出現してきた同時代の経済現
象に取り組む小説では、フランス現代思想の
影響を受けて近代的主体の存立を問うポス
トモダン的意識が顕著に見られる。経済のグ
ローバル化や経済構造の変化に対応するた
めに編み出された文学手法を検討する。４.
「テロルと文学」：９．１１．以降の監視国
家の問題と絡めながら、７７年の「ドイツの
秋」を主題としたペルツァーやゲッツの小説
を取り上げ、同時代と３０年が経過した後の
現代文学との違いを明確にしていく。５．「文
学とユートピア」：東独の文学は反体制派で
もエルンスト・ブロッホの「希望の原理」と
いう意味でのユートピアに信頼を置いてい
たが、そこで生まれ育った世代にはその種の
幻想はない。テルカンプやグリュンバインな
ど東に生まれ落ちた世代の文学に見られる
歴史意識をその前の世代と比較していきな
がら明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
平成 25 年度の計画 
 平成 24 年秋の日本独文学会シンポジウム
の成果を平成 25 年 5 月に独文学会論集にま
とめるまで、シンポジウムであぶり出された
課題をメンバー間で相互批判を重ねながら
明確化し克服していった（刊行は 9月）。6月
からは、共通テクストを策定して原則として
隔月で研究協力者や大学院生が早稲田大学
文学部で研究集会を開催して、新旧の文学を
検討した。 
 同時に図書館での資料調査と海外の研究
協力者との提携にも力を入れて、すでに 25
年 4月にはソルボンヌ大学主催のヴィンクラ
ー学会に出席して、このオーストリアの作家
のオートフィクション的遊戯性についてこ
れまで培っていた研究成果を発表した。11 月
には北京のフンボルト＝コレーク（於：対外
経済大学）で 89 年前後の東ドイツ文学にお
ける廃坑のクロノトポスの美学的意義につ
いて発表した。26 年１月にはベルリンに出張
して、フンボルト大学図書館にて資料調査に
当たった。3 月にもウィーンに研究出張に出
かけ、ウィーン大学図書館、ウィーン文学館、
オーストリア国立図書館などで資料調査に
当たった。初年度であり、資料収集目的の研
究出張に重点が置かれた。 



 平成 26 年度は、ゼロ年代の小説のなかか
らテルカンプ、バイヤー、エルペンベック、
フランク、ゲッツ、ペルツァー、ヘンドラー、
レグラのシンポジウムでも取り上げた小説
以外の作品を中心に読んでいくとともに、ヤ
ング、ハーシュ、インゲ・シュテファンなど
の「ポストメモリー」や記憶の「残像」に関
わる論集、９０年代以降のドイツ文学を総括
するような学術論集を集中的に読み込んで、
それらを批判的に受容する作業をつづけた。
これまで同様に研究集会を年間６回程度重
ねた。そのなかで「政治的歴史小説」「家族
史小説／世代小説」「経済小説」「文学とテロ
ル」「文学とユートピア」という五つの切り
口に関する先行研究も取り上げた（例えば
「文学とテロル」では、トーマス・ヘップス、
ウーヴェ・シュッテら、「文学とユートピア」
ではエメリッヒ）。本年度も海外の研究協力
者との提携を重視して、5 月にロストック大
学主催のヨーンゾン学会に招聘されてこの
戦後文学作家の翻訳可能性について発表、9
月には韓国独文学会に招聘されてヘルタ・ミ
ュラーについて、10 月には上智大学で開催さ
れた国際シンポジウムでヨーンゾンと視覚、
2 月にはヴュルツブルク大学主催のヘルタ・
ミュラーシンポジウムでミュラーの翻訳可
能性について発表した。 
 平成 27 年度も年６回程度の月例研究集会
を積み重ね、研究の射程に入る現代作品の数
を増やすとともに、89 年以前の「戦後文学」
や「モダンクラシック」の代表的な作家の中
から比較対照可能な作品も選び出して、現代
文学の独自性を明確にしていく努力を重ね
た。国際交流も継続して強化し、5 月にはウ
ィーン大学比較文学科の招聘によりドイツ
文学の日本における受容に関するものなど
講演をふたつ行うと共に、ウィーン文学館、
ウィーン大学図書館で資料収集にあたり、ウ
ィーン大学の研究者たちと意見交換をした。
6 月にはロストック大学主催のワークショッ
プで写真とヨーンゾンについて発表、9 月に
は北京のフンボルト＝コレークでグリュン
バインとゴミ山について、10 月には日本独文
学会鹿児島大会で K・ランゲ＝ミュラー、11
月には台湾ドイツ文学会の招聘により講演
ふたつを行った。さらに 12 月にギリシアの
学会で現代ドイツ現代文学における俳句形
式の受容と変容についての講演を行った。 
 平成 28 年度も年 6 回の月例研究集会を継
続した。5 月の独文学会（獨協大学）では、
上海外国語大学から研究者を招聘して、慶応、
東海大学の研究者たちとともに、オートフィ
クションについてシンポジウムを開催し、
F・ホッペについて研究発表した。8月にはア
ジアゲルマニスト会議で、東ドイツ文学にお
けるゴミ山のクロノトポスについて発表し、
10 月には日本独文学会(関西大学)でドイツ
文学における地下室のクロノトポスを手が
かりに戦後文学（グラス）と現代文学（ヒル
ビッヒ）との差異を論じた。 

 平成 29 年度には、これまでの研究成果を
積極的に海外に発信することに傾注した。7
月にはクザーヌス大学でレッグラ、トリア大
学でモニカ・リンクの現代詩について、9 月
にはロンドンでヘルタ・ミュラーと異種混淆
のレトリックについて、10月にはパリで・ヒ
ルビッヒと V・ブラウンにおける鉱山モティ
ーフについて、さらに東京でレッグラと空間
表象（ジャンク＝スペース）についてドイツ
語で発表した。3 月には東京にトリア大学の
研究グループを迎えて、早稲田、慶應の研究
者を集めて、三日間のコロキウムを開催し、
戦後文学の作家バッハマンにおけるユート
ピアの断念について講演した。 
 継続的な研究集会で取り上げた作品は、同
時代文学と戦後文学を合わせて4年間で約24
冊に及んだ。（テレージア・モーラ、ヘルタ・
ミュラー、トーマス・レーア、インゴ・シュ
ルツェ、ノルベルト・グストライン、ダニエ
ル・ケールマン、クリスティアン・クラハト、
ハントケ、ラヴァントら）。 
 
４．研究成果 
「政治的歴史小説」「家族史小説／世代小説」
「経済小説」「文学とテロル」「文学とユート
ピア」の５つの切り口から最新の現代文学と
グラス、ヨーンゾン、ヴォルフ、バッハマン 
ら戦後文学、ひいてはデープリンやトーマ
ス・マンなどモダンクラシックまでを比較す
る手法をとり、ベルリン、トリア、ロストッ
ク、ミュンスター、ウィーン、イェーナなど
の大学図書館、ロンドンやウィーン、ベルリ
ンの国立図書館や文学館で研究文献を渉猟
して、相当の資料を収集することができた。
そして国内で早稲田、慶応、東大を中心とす
る大学院生たちを集めて、首都大学東京のネ
イティヴ教員の協力も得て、定期的に現代作
家と戦後作家を読み合う会を主宰できたの
も専門教育の視点からみても大きな成果で
あったし、東京大学大学院 2.5 年間、九州大
学大学院（集中講義）非常勤講師を務め、研
究の成果を研究者の卵たちに還元もできた。
また国際共同研究が想定以上に大きく捗り、
ウィーン大学、ロストック大学、トリア大学、
ミュンスター、ベルリン・フンボルト大学の
他、アジア圏でも上海外国語大学、中山大学、
対外経済大学、北京大学、台湾大学、輔仁大
学、東呉大学の研究者たちと強い提携関係が
作れたのが誇るにたる成果である。 
 研究計画で挙げた5つの切り口のなかでも
現代文学においては大河小説よりも、狭い空
間の中に歴史を折りたたみ圧縮して提示す
るクロノトポス技法が使われている点に関
心を向けた。長大な編年体形式で時代を時
系列に記述するのではなく、特定の空間の
中に呼び込んで集中的に描写する「クロノ
トポス」的な手法である。バフチンに由来
し、エーケやエメリヒらの研究者によって、
現代文学解読のツールに活用されているこ
の概念をアスマンの「想起の空間」と絡め



て援用することで、特に転換期の東ドイツ
文学（ヒルビヒ、グリュンバイン、エルペ
ンベック）に顕著なゴミ山や廃坑の表象を
分析して、これら夢の残骸や歴史の破片を集
積するクロノトポスが正史から排除された
者たちの救出というベンヤミン的な救済の
批評に通じるとともに、美学的には多声的
なコラージュやアッサンブラージュといっ
たアヴァンギャルドの技法を体現している
ことを明らかにすることができた。その成
果は 2016 年 8 月に韓国で開催されたアジ
アゲルマニスト会議にてドイツ語により研
究発表した。このクロノトポスと関連して、
文学と建築の関わりを問う日本独文学会秋
季大会（2016 年 10 月、関西大学）のシン
ポジウム（ドイツ語）に登壇し、グラスや
ヒルビヒら現代文学における「地下室」の
表象をドストエフスキー以来の伝統のなか
において問い直す試みもした。 
 次に注目したのは、証言としての文学、
つまり自伝的な語り口の変容についてであ
る。単に直接的な戦争体験、ホロコースト
体験をもたいない第二第三世代がドキュメ
ンタリー要素に虚構を織り交ぜて作品化し
て、戦後文学的なモラルの束縛から自由に
なるというだけではなく、そもそも自伝的
な語りにはつねに虚構性がつきまとうとい
う問題に取り組んだ。オートフィクション
研究の権威ヴァーグナー＝エーゲルハーフ
教授（ミュンスター大学）と 1 年間にわた
って共同研究を進め、2015 年 3 月にはド
イツ学術交流会（DAAD）後援、日本独文
学会主催の蓼科文化ゼミナールに実行委員
長としての立場から招聘を果たした。ゼミ
ナールでは、国内各地のドイツ文学研究者
が集まり、総勢 50 人の規模で様々な視点
から活発な議論がなされ、すでに戦後文学
（ハントケ、ベルンハルト、グラス、フリ
ッシュ、ヴァイス、ヴォルフ、シュトラウ
スら）の自伝的文学のなかにフィクション
性が強く刻印されていることが理解できた
し、フランスの作家ドゥブロフスキーが提
起したものの概念規定が曖昧なままであっ
た「オートフィクション」という概念が、
内外の最新の理論的考察を読み解くなかで、
広い射程を持つことが明らかになった。こ
れらの議論を踏まえて、論集を出版するこ
とができた。また 2016 年 5 月に日本独文
学会春季大会で、ヤン・ジン教授（上海外
国語大学）を招聘して開催した「オートフ
ィクションの今」を問うシンポジウムで世
に問うことができた。研究代表者はフェリ
シタス・ホッペのオートフィクション『ホ
ッペ』を女性による自伝がドイツ語で書か
れ始めた 70 年代の自伝と比較しながら考
察して、「信憑性」という戦後文学の価値基
準の揺らぎを確認した。 
 三番目の研究の関心は過去との関連を徹
底的に放棄した現在のみへのフォーカスす
る傾向に向けられた。特に、カトリン・レ

ッグラの諸作品を取り上げ、7 月にクザー
ヌス大学で開催された領域横断的なコロキ
ウムでリスク社会との関連で、10 月に学習
院大学で開催された国際学会ではジャンク
＝スペースや非＝場所といった現代特有の
無機質な空間に注目して、それぞれ発表し、
後者の記念論集に投稿した。 
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